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平
成
11
年
に
男
女
共
同
参
画
基
本
法

が
成
立
し
て
約
20
年
が
経
ち
、
男
女
間

や
家
庭
生
活
の
中
で
の
女
性
に
対
す
る

さ
ま
ざ
ま
な
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
が
改
善
さ

れ
ま
し
た
。

男
性
の
家
事
・
育
児
へ
の
参
加
協
力

意
識
は
、
最
近
特
に
若
い
世
代
で
高

ま
っ
て
き
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

「
イ
ク
メ
ン
」な
ど
の
言
葉
が
定
着
し
、

子
ど
も
向
け
の
お
話
会
へ
も
多
く
の
父

親
の
参
加
が
見
ら
れ
る
な
ど
、
個
人
間

や
家
族
内
で
の
男
女
間
格
差
解
消
へ
の

取
り
組
み
は
着
実
に
進
み
つ
つ
あ
る
よ

う
で
す
。

し
か
し
、
日
本
で
の
女
性
の
社
会

的
地
位
や
待
遇
の
男
女
格
差
は
世
界

１
３
５
カ
国
中
１
１
０
位
と
極
端
に
低

く
、
社
会
的
な
男
女
格
差
解
消
へ
の
取

り
組
み
は
停
滞
し
続
け
、
早
急
な
見
直

し
が
必
要
で
す
。

さ
ら
に
、
今
、
私
た
ち
が
取
り
組
む

べ
き
真
の
社
会
的
格
差
解
消
は
男
女
間

格
差
に
と
ど
ま
り
ま
せ
ん
。
さ
ま
ざ
ま

な
身
体
的
障
が
い
の
あ
る
人
た
ち
へ
の

対
応
や
、
国
民
の
約
８
％
、
つ
ま
り
13

人
に
１
人
と
考
え
ら
れ
て
い
る
Ｌ
Ｇ
Ｂ

Ｔ（
性
同
一
性
障
害
を
含
む
性
的
マ
イ

ノ
リ
テ
ィ
）の
皆
さ
ん
な
ど
へ
の
対
応

も
急
が
れ
て
い
ま
す
。
社
会
的
弱
者
と

も
い
わ
れ
る
人
た
ち
の
特
性
を
個
性
と

受
け
止
め
、
共
に
歩
む
意
識
の
醸
成
と

社
会
環
境
づ
く
り
が
必
要
で
す
。

地
球
上
の
動
物
の
中
で
人
類
だ
け

が
、
力
に
よ
る
上
下
関
係
で
は
な
く
、

そ
れ
ぞ
れ
が
対
等
で
尊
重
さ
れ
見
返
り

を
求
め
な
い
家
族
的
な
集
団
を
形
成
で

き
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

社
会
全
体
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個

性
を
尊
重
し
特
性
を
生
か
し
て
こ
そ
、

真
の
人
間
的
な
社
会
が
つ
く
ら
れ
る
も

の
と
思
い
ま
す
。

大
き
な
変
革
は
難
し
い
の
で
す
が
、

で
き
れ
ば
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
大

き
な
家
族
的
集
団
と
な
り
、
そ
こ
に
住

む
人
々
が
お
互
い
に
素
敵
な
人
生
の

パ
ー
ト
ナ
ー
と
感
じ
ら
れ
る
社
会
を
目

指
し
た
い
も
の
で
す
。

男女共同参画推進懇話会

委員松本　武士

愛
護
動
物
を
捨
て
る（
遺
棄
す
る
）

こ
と
は
犯
罪
で
す

動
物
の
飼
い
主
の
責
任
に
は
、
動

物
を
正
し
く
飼
い
、
愛
情
を
も
っ
て

扱
う
こ
と
だ
け
で
な
く
、
最
期
ま
で

き
ち
ん
と
飼
う
こ
と
も
含
ま
れ
ま

す
。
飼
え
な
い
か
ら
と
動
物
を
捨
て

る
こ
と
は
、
動
物
を
危
険
に
さ
ら
す

だ
け
で
な
く
、
近
隣
住
民
に
も
多

大
な
迷
惑
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
近

年
は
日
本
の
自
然
に
生
息
し
て
い
な

か
っ
た
外
来
生
物
が
野
外
に
放
た

れ
、
農
業
被
害
や
生
態
系
破
壊
が
大

き
な
社
会
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

動
物
の
愛
護
及
び
管
理
に
関
す
る

法
律
に
は
、
動
物
を
捨
て
た
り（
遺

棄
）、
餌
を
与
え
ず
衰
弱
さ
せ
た
り

す
る（
虐
待
）行
為
な
ど
に
は
罰
則
が

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

・
愛
護
動
物
を
遺
棄
・
虐
待
し
た
場

合
は
１
０
０
万
円
以
下
の
罰
金

・
愛
護
動
物
を
み
だ
り
に
殺
し
た
り

傷
つ
け
た
り
し
た
場
合
は
、
２
年

以
下
の
懲
役
ま
た
は
２
０
０
万
円

以
下
の
罰
金

※
愛
護
動
物
と
は
牛
、
馬
、
豚
、
め

ん
羊
、
ヤ
ギ
、
犬
、
猫
、
イ
エ
ウ

サ
ギ
、
鶏
、
イ
エ
バ
ト
、
ア
ヒ
ル

の
他
、
人
が
所
有
し
て
い
る
動
物

で
哺
乳
類
、
鳥
類
ま
た
は
爬
虫
類

に
属
す
る
も
の
で
す
。

廃
蛍
光
管
の
出
し
方
に

注
意
し
ま
し
ょ
う

家
庭
か
ら
出
さ
れ
る
廃
蛍
光
管

は
、
市
内
17
カ
所
で
拠
点
収
集
を
行

な
っ
て
い
ま
す
。

廃
蛍
光
管
は
水
銀
な
ど
の
有
害
物

質
の
飛
散
を
防
ぐ
た
め
、
元
の
ケ
ー

ス
に
入
れ
る
か
新
聞
紙
な
ど
で
包

み
、
割
れ
な
い
よ
う
に
工
夫
し
て
出

し
ま
し
ょ
う
。

白
熱
電
球
・
Ｌ
Ｅ
Ｄ
電
球
、
照
明

器
具（
分
解
で
き
な
い
も
の
に
限
る
）

は
、
埋
め
立
て
ご
み
で
出
し
て
く
だ

さ
い
。
分
解
で
き
る
照
明
器
具
の
本

体
は
資
源
物
Ｂ
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製

の
か
さ
の
部
分
は
、
資
源
物
Ｊ
で
出

し
ま
し
ょ
う
。

収
集
日
や
出
し
方
は
、
ご
み
カ
レ

ン
ダ
ー
を
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。
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・個人
※３人抜きでメダル。次のメンバーがメダルを獲得。
・１年生の部　緒方智一（西合志東小）
・４年生の部　下村修平（合志南小）

愛馬と走り抜ける一篤さん（左）と翔司さん 辻区の放送設備

1 小川柔道大会で入賞した皆
さん

2 、3学童オリンピックで入
賞した皆さん

史上初　兄弟で表彰台
全日本インカレ馬術大会

３大会で大活躍
真心館少年柔道クラブ

辻区コミュニティ活動の活性化に一役
宝くじ助成事業で屋外無線放送設備を整備

　11月２日～７日にかけて山梨県で全日本インカレ
馬術大会が開催され、障害飛越競技種目で辻区の吉永
一篤さん（兄）と、吉永翔司さん（弟）が兄弟でチームを
組み優勝しました。個人も翔司さんが２位、一篤さん
が３位と兄弟で表彰台へ。
　また、「当日はミスをせず丁寧に走行することを意
識した」という一篤さんは、総合馬術競技種目の個人・
団体両方で見事優勝という快挙を成し遂げました。

　真心館少年柔道クラブのメンバーが、３大会でそれ
ぞれ日頃の稽古の成果を発揮して活躍し、次の戦績を
収めました。

●11月18日　上村春樹旗小川柔道大会（宇城市）
・団体低学年部の部　優勝　・団体高学年の部　３位

●12月２日　第17回高森町少年柔道大会（高森町）
※ 小学１～２年生は２人抜き、３年生以上は３人抜き
でメダル。次のメンバーがメダルを獲得。
・１年男子の部　土佐勇斗（西合志東小）
・２年女子の部　井本陽（合志南小）
・５年女子の部　中馬場桃葉（西合志東小）

● 12月９日　第46回県下少年柔道錬成大会兼熊日学
童オリンピック柔道競技（山鹿市）

・団体
女子の部　３位　井本麗（合志南小６年）、五家莉愛奈
（西合志南小６年）、下村菜奈美（合志南小６年）

　辻区では宝くじの助成事業を活用して、屋外無線放
送設備を整備しました。
　これは一般財団法人自治総合センターの宝くじ社会
貢献広報事業として、宝くじの受諾事業収入を財源と
して実施しているコミュニティ助成事業を活用したも
のです。これにより地区内の情報伝達が円滑になり、
区活動や防災関係の連絡、災害時の迅速な周知が可能
となり、コミュニティ活動の活性化が期待されます。
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